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こんにちは、医院では水がすべてオゾン水に代わっています。

の医療機器を導入 しました。これは、医療機器内を通る水もすベ

菌されて、手洗い、トイレの水も殺菌されています。敏感な方は

匂いなど感 じるかもしれませんが、塩素系と違い体にとても安

す。さて、とても暑い夏です。お元気ですか ?自 分は暑さを楽し

と思っています。時々は汗をかいて、痩せるんじゃないかと。

痩せるためには、ダイエット。その 1つ には食事があるかと思

す。今 日は食事の話をしたいと思います。あなたは食事はどうし

ますか ?例えば奥さんが作ってくれますか ?お母さんが作って

ますか ?   私は大抵、家内に用意 してもらうか、外食です。

し、そんな私でも今までに 1度だけ夕食の用意をしたことがあ

です。 (自 分ではもつと作つているように思つていたのですが、

の確かな記憶によると、結婚 して数年 してただの 1度だけあっ

うです)自 分は学生時代、一人暮 らしをしていましたので、自炊

したことあったのです。だからまあ少 し位は料理作れるよと自

あったのです。そして作った料理はなんと、ィンスタン トラーメ

す !二人分を鍋で作 りました。「とっても美味しい、すごい !」

めてもらいました。
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き
ると、天丼付近に、土をす り付け

や らつばめが、巣作 りの場に うち

iの シャッターが重いので、つい手

,いです。つばめは縁起のいい鳥で、

六月の初めのことでした。

車に乗ろうとしたところ、フロントガラスに、たくさんの小さい

土塊がついていたのです。車庫の中なのにどうして?昨 日は良い

天気だったし、跳ね返りが跳んだというわけでもなさそうだし。
すると、私の横をかすめるように、一羽のつばめが飛んでいきま

巣をかけた家に幸運をもたらす と言います。でも、困 りました。

ひながかえれば、巣の周 りにたくさんふんが落ちます。私の愛車

が大変なことに。「ごめんなさい。どうか諦めて、別の場所を探 し

てください。」心の中でつばめに謝 りながら、私はシャッターを下

ろしました。
・・・夕方帰宅 したら、家の前の電線に一羽のつばめが止まって
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